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旭川市・水原市少年サッカー交流事業は８月30日に旭川市を出発。９月２日の帰着まで
に４試合を戦いました。韓国内での全国レベルのチームとの対戦もあり，１勝３敗に終わ
りましたが，国際交流を行うことができました。

平成19年８月30日（木）～９月２日（日） 水原市
第１戦
旭川市中学生選抜２－０栗田中学校
得点者
澤田（１分），宮崎(12分）
スタートから集中していた旭川はＣＫを福井がヘッドで折り返したところを澤田が押し
込み先制。旭川は徳広，鷹橋を中心に中盤でボールを支配し前線に供給するが，縦への単
調な攻めが多く，サイドから崩すことができない。それでもＯＦ陣がなんとかボールにか
らみ中央で小出と宮崎の二人で相手を崩し，宮崎が追加点を決める。徐々にＳＢの八重尾，
澤田がボールにからむようになり，サイド攻撃が増えるがラストパスの精度を欠き得点を
追加できない。後半，栗田中学校も右サイドを起点に攻めるも庄末，福井のセンターバッ
クが落ち着いて対処する。その後も旭川は中盤を支配するが，単調な攻撃が続き，逆に攻
め疲れてしまい，簡単にボールを奪われる場面が多くなりピンチをまねく。運動量が落ち
た時にどういうサッカーをするのかが課題として残る試合となった。

第２戦
旭川市中学生選抜１－２水城中学校
得点者 鷹橋（32分）
両チームとも中盤での激しいプレッシャーから主導権を握ろうとするが，水城中学校の
ボール支配率が徐々に上回り，旭川は押し込まれて下がってしまい，そのあいたスペース
をうまく使われてしまう。ＯＦ陣も前でキープしてタメをつくりたいところだが，厳しい
プレッシャーに潰されてしまう。まさに防戦一方の展開となり，27分にはサイドを崩され，
中央でフリーになった選手に先制点を奪われる。その5分後旭川はゴール前で小出が倒され
ＰＫを獲得。鷹橋が落ち着いて右隅に決めて同点に追いつく。前半は圧倒的に相手のポゼ
ッションが上回る苦しい展開となる。
後半は中盤を厚くするため4－4－2のシステムから3－5－2のシステムに変えスタート。
しかし中盤でのボールの奪われ方が悪く，相手に追加点を奪われる。運動量で上回る相手
は簡単に旭川のＤＦラインの裏のスペースにボールを配給してくる。旭川はフレッシュな
選手を投入し反撃を開始したが，相手の体をはったＤＦを崩すことができずにタイムアッ
プ。相手の技術，体力ともに旭川を上回っていた。課題としては決定力不足やラストパス
の精度，ボールを簡単に奪われすぎということが挙げられる。

第３戦
旭川市中学生選抜０－４南水原中学校
お互い相手の出方をうかがうゲームの入りだったが，南水原中のGKからのロングボール
一発に，旭川のDFが振り切られ先制点を奪われる。その２分後，サイドからのセンタリン
グをなんとかクリアするも，こぼれ球に反応した相手MFにミドルシュートを決められ，引
き離される。前半１４分には，１点目とまったく同じ形でゴールを奪われる。南水原中の
FWの選手は，前線でのボールをもらう前のかけひきが上手く，常にDFの裏を狙ってくる。
旭川は相手の素早いアプローチにボールをキープすることができずに，攻撃らしい攻撃を
させてもらえず前半終了。
後半，南水原中は，全員メンバーチェンジ。旭川は前線でタメをつくるために，徳広を
トップに上げる。その効果が出始めたのは，後半１２分，徳広が中央でタメをつくり，FW
の中田にスルーパスを通すが，惜しくもポストに当たりゴールが奪えない。そして，DFが
ルーズに下がったスペースを使われ，追加点を奪われてしまう。結果的に自分たちのサッ
カーを何もさせてもらえないままタイムアップ。それほど南水原中の技術，スピード，フ
ィジカルは旭川を上回っていた。

 

第４戦
旭川市中学生選抜１－３三一中学校
得点者 鷹橋
ダイレクトプレーを効果的に使い，テンポのよい攻撃を仕掛けてくる相手に対して，旭川
は，サイドを起点に攻撃してＣＫを得る。そのこぼれ球を鷹橋が落ち着いて右スミにシュ
ートを決め先制する。しかし，すぐに中央をドリブル突破され，フリーでシュートを決め
られ同点に追いつかれる。その後，前線でパスを回される苦しい展開だったが，体をはっ
た旭川のＤＦ陣が追加点を許さない。均衡が崩れたのは，前半の残り２分だった。旭川の
ゴール前での混戦からこぼれたボールを相手にひろわれ，ミドルシュートを決められ，逆
転を許してしまう。
後半，旭川はＦＷの中田と海田を走らせ，裏のスペースをねらうが，単調な攻撃となり，
得点を奪うことができない。運動量が落ちてきた旭川に対して，三一中学校は，シンプル
にサイドのスペースを使い，旭川ＤＦ陣をサイドに引っ張り出し，フリーで中央からシュ
ートを打ってくる。４８分には，右サイドを突破され，中央に入ったセンタリングをフリ
ーでシュートされ３点目を奪われる。最後まで全力で走りきった相手に対して，旭川はや
はり走れなくなってしまう。結果として，相手の技術が旭川を上回っており，中盤を支配
することができなかった。そのため，全体的に下がってしまい，カウンターでしか攻撃す
ることができなかった。

９月29日（土）と30日（日）の２日間，道北ブロック主催のトレセン交流大会が神居の
杜サッカー場で行われました。旭川地区はU-13とU-14の２つのカテゴリーで優勝を飾りま
した。また，９月８日・９日には日高で北海道トレセンが行われ，旭川地区から９名が参
加しました。 北海道トレセン（9/8～9/9)

参加選手
U-14
ＧＫ喜多隼世（広陵中学校）
ＭＦ山内琢磨（啓北中学校）
ＭＦ山根健志（忠和中学校）
ＦＷ越智伸之（愛宕中学校）
U-13
ＧＫ畠山裕紹（北門中学校）
ＤＦ猪川智博（緑が丘中学校）
ＤＦ大平純輝（明星中学校）
ＭＦ田中伸明（東光中学校）
ＦＷ山本真司（永山南中学校）

Ｕ－１３リーグ戦表

勝点 得点 失点 差 順位

旭川 ○ 2 ０－０２－１ 1 ○ 6
５－０
１－０
0 ○ 2 ０－１２－０ 1 ○ 10

６－０
４－１
1 12 20 3 17 1

道北 × 1 ０－０１－２ 2 × 2 １－３１－１ 4 × 0
０－３
０－３
6 ○ 3 ２－０１－０ 0 3 6 12 -6 4
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３－１
１－１
2 △ 2 １－１１－１ 2 ○ 6

２－０
４－０
0 7 12 10 2 3

網走 × 1 １－００－２ 2 ○ 6
３－０
３－０
0 △ 2 １－１１－１ 2 ○ 6 ３－０３－０ 0 7 15 4 11 2
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０－２
０－１
3 × 0 ０－２０－４ 6 × 0

０－３
０－３
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Ｕ－１４リーグ戦表
勝点 得点 失点 差 順位

旭川 ○ 1 ０－０１－０ 0 ○ 3
３－１
０－０ 1 △ 0

０－０
０－０ 0 ○ 3

２－０
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０－５
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３－１
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空知 × 1 １－３０－０ 3 ○ 5
１－２
４－０ 2 △ 1 １－１０－０ 1 ○ 1

０－０
１－０ 0 7 8 6 2 3

網走 △ 0 ０－００－０ 0 ○ 8
５－０
３－０ 0 △ 1

１－１
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１－３
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第19回全道ユース（U-15）サッカー選手権大会兼高円宮杯第19回全日本ユース（U-15）
サッカー選手権大会北海道大会に出場していたコンサドーレ旭川ユースU-15は決勝に進出
し，全日本ユースへの出場権を得ました。そして，決勝でもＳＳＳジュニアユースを山室
の得点で１対０の勝利。平成４年の広陵中学校以来15年ぶりに旭川地区に優勝をもたらし
ました。

決勝 ９月23日（日） 札幌アミューズメントパーク

コンサドーレ旭川１－０（０－０）ＳＳＳジュニアユース（カブス２位）
得点者 山室（69分）
コンサＧＫ宮崎 ＤＦ越川，大沼，河本，宮本恭
ＭＦ山室，山田陽，小澤，山田海，前田 ＦＷ石岡

交代/ＦＰ大野（石岡：３５分） 山下（小澤：４９分）
記録 ＳＨ ＣＫ ＦＫ ＯＳ ＧＫ ＰＫ
コンサ ６ １ 10 １ ５ ０ （ＳＨ→シュート ＯＦ→オフサイド）
ＳＳＳ １ ３ ７ ７ ９ ０
試合内容の詳細はコンサドーレ札幌オフィシャルホームページの中のブログ（スタッフブ
ログ：旭川U-15）をご覧ください。

準決勝 ９月22日（土） 札幌アミューズメントパーク

コンサドーレ旭川２－０（０－０）コンサドーレ札幌（カブス１位）
得点者 大野（48分），阿羅（66分）
コンサＧＫ宮崎 ＤＦ:越川，大沼，河本，宮本恭
ＭＦ山室，山田陽，小澤，山田海，前田 ＦＷ石岡

交代/ＦＰ山下（前田：２５分） 大野（石岡：３５分）
前田：再出場（山田海：４１分） 阿羅（小澤：６０分） 那須（山室：６９分）

準々決勝 ９月17日（月） 士別市天塩川サッカー場

コンサドーレ旭川６－１（２－０）浦幌中（帯広地区代表）
得点者 石岡(13分），前田（31分），大野(44分），小澤（52分），山下（67分），
金山（69分）（コ）

 

失点(54分）
コンサＧＫ宮崎 ＤＦ越川，大沼，河本，宮本 ＭＦ山田陽，小澤，前田，山室
ＦＷ石岡，山田海

交替/ＦＰ大野，山下，阿羅，志摩，河原，金山，西垣，那須

２回戦 ９月16日（日） 士別市天塩川サッカー場

コンサドーレ旭川６－4（１－１）札幌ジュニアＦＣユース（札幌地区代表）
， ， ， （ ， （ ）（ ）得点者 山田海（31分） 小澤（39分，56分） 河本（42分） O・G 62分） 阿羅 64分 コ

⑫（25分），⑥（63分），⑩（69分），⑬（69分）（札）
コンサＧＫ宮崎 ＤＦ越川，大沼，河本，宮本 ＭＦ山田陽，小澤，前田，山室
ＦＷ石岡，山田海 交替/ＦＰ大野，山下，阿羅，志摩，河原，金山，西垣

【戦評/則末（啓北）】
序盤から両チームともコンパクトなラインを保ち，互いに中盤でスペースを消し合う。
札幌JrはＭＦ⑥を起点にＦＷのポストプレーやワンツーパスから，コンサＤＦラインの裏
を積極的に狙う。コンサは両サイドバックの裏へ出されたボールを，越川，宮本が相手の
スピードに手こずりながらも，体を寄せ何とかしのぐ。ＧＫ宮崎もＤＦラインの裏をよく
カバーし，ピンチを防ぐ。開始直後こそ，札幌Jrの両サイドに河本らがフィードし，前田，
小澤が飛び出して攻勢に出たコンサだが，中盤での相手の出足が勝り，ポゼッションでき
ずに苦しい展開をしいられる。札幌JrＦＷの動き出しも早く，ＤＦラインも後手にまわる
ことが多く，コンサはなかなかリズムをつかめない。中盤で山田陽や山室がボールを受け
ようとするものの，厳しいプレッシャーにあい，なかなか前を向いてプレーできない。札
幌Jrは厳しいプレッシャーをしかける分，ファウルが多くなり，しだいにコンサはセット
プレーから活路を探る。しかし，そのセットプレーも長身の④，⑨，⑥に制空権を握られ，
はじき返される。攻めの形が見つけられなかったコンサだが，セットプレーを重ねるうち
に，リズムをつかみ出す。ＦＷの石岡，山田海にくさびのボールもわずかでが入り始め，
ボールの支配率が高まるようになる。そんな中，25分にコンサは思わぬ失点をする。コン
サのパスをインターセプトした相手ＭＦ⑫が左足で30ｍのミドルシュートを決める。しか
し，この１点にもコンサは慌てることなく，試合を進めた。28分には，ペナルティエリア
左外のＦＫを前田が石岡に合わせるがわずかに
タイミングが合わない。徐々に相手陣内でプレ
ーする機会が多くなったコンサに対して，札幌J
rの対応が遅れ始め，ゴール付近でのＦＫが多く
なる。31分コンサは28分と同じような位置でＦ
Ｋを得る。これを前田がファーポストに送る
と，ＦＷ山田海が流れながら鮮やかなヘッドを
ゴールに突き刺し同点に追いつく。さらに33分
にはＣＫの混戦から小澤がゴールに迫るが,これ
は相手ＧＫがゴールライン付近で何とか押さえ
る。序盤こそ札幌Jrの速いつぶしに苦戦したコ
ンサだが，次第にラインを高く保てるようにな
り，セットプレーからチャンスを作る。開始直
後は不安定だったＤＦラインも河本，大沼が修
正し，カバーリングもよくなり，札幌Jrにつけ
いる隙を与えなくなる。
後半も中盤を支配できるようになったコンサ
は，山田陽，前田から山田海，小澤へのくさびのボールが出るようになる。後半から出場
のＭＦ大野がスペースへフリーで進出しチャンスメーカーとなる。39分コンサは，波状攻
撃のセカンドボールをＤゾーンやや右で拾った前田がゴール前に進出した小澤にパス。フ
リーの小澤が右足を振り抜くと，ゴールはきれいに左隅に吸い込まれ逆転に成功する。勢
いに乗るコンサは41分，中盤での前田が絶妙のスルーパスを大野に送る。大野はスピード
を落とさずにペナルティエリアに進出し，相手ＤＦを突破にかかったところをトリッピン
グのファウルを受けＰＫを得る。このＰＫを河本が冷静に決めて貴重な追加点をあげる。
前半に飛ばしすぎたからか札幌Jrの中盤のプレスは甘くなり，右の大野の縦への突破，左
の山下の中への切り込みから次々とチャンスが作り出される。中盤でボールを拾う頻度も，
山田陽，山室を中心にぐんと高まり，完全にゲームを支配する。56分には山田陽が中盤で
相手ＤＦを次々とかわし，プルアウェイで外側に開いたＦＷ小澤にパス。ゴールに向かっ
た小澤はペナルティエリアに入り，右足で豪快なシュートを突き刺し駄目押しの４点目を
奪った。攻撃の手を緩めないコンサは62分，志摩の右サイドからの折り返しが流れたとこ
ろを山下が中へ切り返し，鋭いセンタリングを送ると相手のO・Gを誘い５点目。63分に札
幌Jr⑥に１点を返されるが，64分，山下が右からドリブルで突破しペナルティエリアに進
出。折り返したボールを阿羅がつめて６点目を奪う。その後，ＤＦに集中を欠いたコンサ
は２点を失ってしまうが，６対４で勝ち明日の準々決勝へと波に乗る勝利を収めた。
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第19回全道ユース（U-15）サッカー選手権大会兼高円宮杯第19回全日本ユース（U-15）
サッカー選手権大会北海道大会は，９月15日に士別市天塩川サッカー場などで開幕。旭川
地区代表のコンサドーレ旭川ユースU-15は札幌常磐中学校に８対０で快勝。留萌中学校は，
健闘しましたがLIV.FCに１対２で惜敗しました。

１回戦 ９月15日（土） 士別市天塩川サッカー場

コンサドーレ旭川８－０（５－０）札幌常磐中（札幌地区代表）
得点者 前田（３分），宮本（５分），石岡（21分，22分），山田海（28分），
山下（36分），大野（46分，59分）

コンサＧＫ宮崎 ＤＦ越川，大沼，河本，宮本 ＭＦ山田陽，山田海，前田，山室
ＦＷ石岡，小澤 交替/ＦＰ大野，山下，阿羅，志摩，金山，河原，西垣

【戦評/則末（啓北）】
開始早々からボールを支配するコンサドーレ旭川は，トップギアで札幌常磐ゴールに迫
る。山室,山田陽が中盤を組み立て，左の前田のサイドから崩しにかかり，ＦＷ石岡がゴー
ルに迫る。３分，左へ回り込んだ山室のパスを受けた前田が中へ数歩ドリブルし，意表を
つく35ｍのシュート。これがバーに当たってゴールインする鮮やかなゴールとなり，コン
サは幸先のよい先制点を奪う。続く５分にはＤゾーンでボールを受けた石岡が左サイドの
オーバーラップした宮本に落とすと，宮本は角度のない
ところからセンタリング気味のシュート。ボールはＧＫ
の頭上を越え，ゲームを楽にする２点目を奪う。コンサ
はＦＷ石岡にボールが収まり，そのポストプレーを基点
に宮本，前田の左サイドから何度も崩す。常磐中も⑱，
⑧のトップに長いボールを入れ，攻めの糸口を探るが,河
本，大沼のＣＢが判断のよいインターセプトで相手の攻
撃を遮断する。コンサも早々と２点を奪ったことで，ペ
ースダウンしていたが，21分前田のパスを受けた石岡が
ワンタッチで前を向き，ねらいすまして右足インサイド
でゴール右下にけり込み３点目をあげる。さらに22分に
は山田海のパスを受けた石岡が左足でシュートを決め４
対０とする。28分にも宮本が左サイドを突破，低いクロ
スを入れると山田海が左足で巧く合わせ５点目を奪う。
前半はＤＦ越川，河本の正確なサイドチェンジからサイド攻撃を繰り返したコンサが圧倒
的に攻め，５点のリードを奪った。
後半もボール支配率に勝るコンサの一方的なゲームが続く。36分には越川がハーフウェ
ー付近からクロスを入れると，走り込んだＭＦ山下が相手ＤＦをかわして右足でシュート
を決め６点目。後半もサイドチェンジを多用し，両サイドから攻撃を組み立てるコンサド
ーレが何度もシュートチャンスをつかむ。右サイドからは交替出場した志摩と阿羅がゴー
ルライン深くまで進出。左サイドから宮本と山下が攻め込む。46分には山室がＦＷ大野に
パス。後方からのボールを巧みにトラップした大野が右足で７点目を奪う。ゴールラッシ
ュの締めくくりも大野。59分右サイドをドリブル突破し，８点目のゴールを奪った。試合
開始早々からトップギアで相手を圧倒したコンサドーレ旭川が圧勝で２回戦へと進んだ。

LIV.FC（札幌地区代表）２－１（０－１）留萌中
得点者 ⑨（36分），⑪（56分）（L)吉田宰（30分）（留）
留 萌ＧＫ佐藤 ＤＦ里見，中土井梨，生出，渡瀬 ＭＦ吉田宰，斉藤，神田，千葉
ＦＷ伊藤，吉田拓 交替/高田

【戦評/則末（啓北）】
開始早々から左サイドの⑨を中心にスルーパスから突破を図るLIV.FC。開始30秒で左サ

 

イドの突破がシュートに結び付く。このシュートはＧＫ佐藤が好セーブではじいたものの，
相手ＦＷに詰められ先制点を許したと思われたがオフサイドに救われる。このピンチをし
のいだ留萌は里見，生出のＣＢが落ち着きを見せ始める。しかし，吉田宰，吉田拓はボー
ルにこそよくからむものの，いい状態でボールを受けられないため，攻撃の形を作れない。
そんな中，一つのプレーが流れを変える。９分相手ＤＦのボールを奪った吉田拓が，単独
でゴールに迫りあわやという場面を作る。このプレー以降出足のよくなった留萌はボール
の奪取率も高まる。ただLIV.FCのカウンターに
対してカバーリングの意識が足りなく，ぎりぎ
りのところでのＧＫ佐藤，生出らが守備する。
その一方で攻撃では，吉田宰が前を向いてプレ
ーする機会が多くなり，千葉，神田のサイドか
らも形になるようになる。ＦＷ伊藤もボールを
よく収め，２列目に落とし，攻撃のアクセント
を作る。両チームともサイドのディフェンスに
スペースが生まれ，サイドの破り合いになる。2
9分には右サイドを破った千葉からのパスを受け
フリーの神田がシュート。ゴールを割るが惜し
くもオフサイドの判定となる。しかし，その１
分後吉田拓の左からのクロスに斉藤が中央で競
り，こぼれたところを吉田宰が流し込んで先制
点を奪う。LIV.FCディフェンスラインのバラン
スの悪さをついて攻勢にでた留萌が先制点を奪った前半を終了した。
後半開始早々LIV.FCは猛攻にで，留萌は苦しい戦いをしいられる。キックオフ直後ゴー
ルエリア内の至近距離からのシュートこそＧＫ佐藤がはじき返すが，36分ＤＦのギャップ
に走り込んだＭＦ⑩への対応が遅れ左足でゴール右上へ同点ゴールに決められる。同点ゴ
ールによって，勢いがでたLIV.FCは球離れがよくなり，オフ・ザ・ボールの動き出しの速
さから留萌のＤＦのギャップに次々と走り込みチャンスをつかむ。ＭＦ⑨，ＦＷ⑧が再三
突破からチャンスをつかむ。ＧＫ佐藤がピンチを何度も救うセーブを見せ，何とかしのぎ，
試合は膠着状態に入る。しかし，56分LIV.FCはＦＷ⑪がダイアゴナルランでペナルティエ
リア内に進出し逆転ゴールを奪う。このゴールで再び攻勢にでるLIV.FCに対して留萌は反
撃の糸口をつかめない。61分にはＰＫのピンチを迎える。このＰＫがバーに当たって，ピ
ンチを逃れる。終盤は神田や吉田拓が何とかドリブルで突破を図ろうとするが，攻撃に厚
みがなく，同点ゴールを奪うことができなかった。しかし，留萌地区から今年度２つの大
会で準優勝を果たした留萌中学校の溌剌として，ひたむきなサッカーは，旭川地区の代表
としてふさわしいものであった。


